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企画展
「土岐市の古窯－御殿窯－」
２月23日（金）～５月27日（日）

同時開催
重要文化財公開
「元屋敷陶器窯跡出土品展」

企画展『土岐市の古窯　―　御殿窯　―　』
①出土したやきものの特徴
御殿窯は土岐市南部の妻木町に位置する窯跡です。妻木城跡が残る、通称「城山」と呼ばれる山地の標高約

240m付近の北東斜面に築かれています。
安土桃山時代、沓

くつがた

形碗や向付、水指、茶入などの茶陶を多く生産していました。同市泉町（久尻地区）の元
屋敷窯にみられるような緑釉を施した製品はほとんどなく、織部黒、黒織部、志野織部、美濃唐津、美濃伊賀
を主体に生産しているのが特徴です。
また、製品を窯で焼く際に用いる窯道具にも大きな特徴があります。美濃窯では、製品を匣

こうばち

鉢という専用の
容器に入れて焼成しますが、佐賀県の唐津窯などでは、「トチン」と呼ばれる焼台（粘土を棒状にしたもの）の
上に載せて焼成します。御殿窯からはこのトチンが複数見つかっていますが、美濃窯では本窯以外知られてい
ません。このことから、御殿窯の工人が唐津の技術を独自で取り入れたのか、あるいは唐津の工人が現地に来
て指導したのか、唐津との関わりを推測させる出土品です。

御殿窯跡出土品
（黒織部茶碗：愛知県陶磁美術館蔵）

御殿窯跡出土品
（トチン：愛知県陶磁美術館蔵）

重要文化財　元屋敷窯跡出土品
（匣鉢：土岐市美濃陶磁歴史館蔵）


